
や　　　ま　　　ぐ　　　ち（1）　平成28年５月16日 第２７３号

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u

u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

▶
３
／
30
本
部
会
館
で
（
後
列
は
指
導
員
）

全国から 615 人が参加して

地元国会議員事務所で要請

　

組
合
員
や
家
族
の
方

に
毎
年
お
願
い
し
て
い

ま
す
「
国
保
組
合
予
算
に

向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
」
は
、
中
建
国
保
の
安

定
運
営
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

現
在
、
建
設
国
保
へ
の

補
助
金
の
現
行
水
準
の

確
保
を
目
指
し
た
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
要
請
先
は
、

厚
生
労
働
省
の
国
保
課

長
を
は
じ
め
と
し
た
４

人
で
す
の
で
、
１
人
４
枚

の
ハ
ガ
キ
を
書
く
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

組
合
で
は
今
回
も
組

織
人
員
の
２
倍
を
目
標

に
取
り
組
み
ま
す
。
昨

年
度
は
、
年
２
回
の
要

請
行
動
で
ど
ち
ら
も
目

標
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

毎
年
の
運
動
と
な
り
ま

す
が
、
私
た
ち
の
建
設

国
保
を
守
り
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
、
こ
の
行

動
は
「
大
切
な
運
動
」

の
一
つ
で
す
。

　

多
く
の
組
合
員
・
家

族
の
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
足
場
の
組
立
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
会

〔
日
時
〕
７
月
25
日
㈪

	
 

７
月
26
日
㈫

両
日
と
も
８
時
50
分
か

ら
午
後
５
時

〔
場
所
〕
建
設
山
口
会
館

〔
〆
切
〕
７
月
８
日
㈮

〔
受
講
料
〕
５
千
円

〔
テ
キ
ス
ト
代
〕

　

１
，３
０
０
円
（
建
設

山
口
組
合
員
は
５
０
０

円
に
な
り
ま
す
）。
詳
し

く
は
所
属
の
支
部
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

徳
本　

雄
一
（
34
）

　

２
年
間
で
基
礎
知
識
が

学
べ
、
本
当
に
良
か
っ
た
。

　

要
望
と
し
て
は
、
建
築

大
工
１
級
を
目
指
し
た
訓

練
科
を
作
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

伊
藤　

友
彦
（
38
）

　

こ
の
訓
練
校
に
通
う
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。有

冨　

孝
倫
（
42
）

　

普
段
の
仕
事
で
は
や
っ

た
事
の
な
い
よ
う
な
事
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

　建 設 山 口
（山口県建設労働組合）

〒753-0815　山口市維新公園2-1-10
電話　083-925-2277

編集発行　熊　谷　龍　夫
定価　20 円

http://www.kensetsu-yamaguchi.com　info@kensetsu-yamaguchi.com

全建総連
決起集会

　

全
建
総
連
主
催
の
「
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
中
央
決

起
集
会
」
が
３
月
23
日
に
東
京
・
砂
防
会
館
で
開
催
さ

れ
、
建
設
山
口
か
ら
吉
村
委
員
長
を
は
じ
め
４
人
が
参

加
。
賃
金
・
単
価
の
現
状
や
、
諸
問
題
に
つ
い
て
全
国

の
仲
間
と
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

組
合
の
訓
練
校
（
山
口
建
設
高
等
職
業
訓
練
校
）
は

３
月
30
日
、
２
年
間
の
総
ま
と
め
と
し
て
の
修
了
試
験

で
あ
る
「
技
能
照
査
」
を
実
施
し
、
全
員
が
合
格
。
そ

の
後
、
指
導
員
の
参
加
の
も
と
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
８
人
は
、
訓
練
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践

の
場
で
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
未
加
入
対
策

推
進
、法
定
福
利
費
確
保
、

現
場
労
働
者
の
処
遇
改

善
、
若
者
が
入
る
建
設
産

業
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ

た
今
回
の
決
起
集
会
に

は
、
全
国
か
ら
43
県
連
・

組
合
６
１
５
人
が
参
加
。

　

三
浦
中
央
執
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
で
は
、「
設

計
労
務
単
価
４
年
連
続

ア
ッ
プ
の
今
が
チ
ャ
ン

ス
。
賃
金
引
上
げ
を
勝
ち

取
ろ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

国
交
省
か
ら
の
講
演
で

は
、
建
設
業
界
の
現
状
と

施
策
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

諸
施
策
の
取
り
組
み
の
結

果
、
公
共
工
事
の
現
場
で

は
、
確
実
に
社
会
保
険
加

入
率
が
上
が
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

勝
野
書
記
長
か
ら
の
基

調
報
告
で
は
、「
法
定
福

利
費
を
要
求
す
る
仲
間
が

増
え
て
い
る
。
こ
れ
を
全

体
の
も
の
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
賃
金
引
き
上

げ
運
動
の
取
り
組
み
報
告

と
決
意
表
明
が
あ
り
、「
全

組
合
が
持
て
る
力
を
十
分

に
発
揮
し
、
行
動
に
全
力

で
立
ち
上
が
る
こ
と
を
よ

び
か
け
る
」
と
の
集
会
決

議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
午
前
中

は
、
山
口
県
選
出
の
地
元

国
会
議
員
９
人
の
事
務
所

を
訪
れ
、「
建
設
産
業
に

働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
」
を
求
め
た
要
請
行
動

も
実
施
し
ま
し
た
。

４
年
連
続
・
設
計
労
務
単
価
も
Ｕ
Ｐ

８人が卒業・山口建設高等職業訓練校

田
原　

群
（
18
）

　

２
年
間
、
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

こ
こ
で
得
た
も
の
を
仕

事
で
も
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

古
屋　

大
貴
（
20
）

　

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
訓
練
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
仕
事
で
活
か
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

今
後
は
新
た
に
資
格
な

ど
を
取
り
た
い
で
す
。

岡
本　

太
一
朗
（
20
）

　

２
年
間
は
、
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。

仕
事
で
は
学
べ
な
い
こ
と

が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。

髙
木　

陽
太
郎
（
21
）

　

仕
事
で
学
べ
な
い
こ
と

が
勉
強
で
き
、
良
か
っ
た
。

　

実
技
の
時
間
が
も
う
少

し
あ
る
と
良
い
で
す
。

村
田　

淳
（
24
）

　

時
が
経
つ
に
つ
れ
て
学

ん
だ
こ
と
が
仕
事
上
で
活

用
で
き
ま
し
た
。

　

学
ん
だ
こ
と
を
仕
事
に

し
っ
か
り
活
か
し
て
精
進

し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
か
ら
一
言

学
ん
だ
こ
と
・
実
践
の
場
で

中建国保の安定運営のために

ハガキ要請のお願い

２
０
１
６
仕
事
体
験
型

　
　
　

県
内
進
学
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　

ｉ
ｎ
や
ま
ぐ
ち

維
新
百
年
記
念
公
園
ス

ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
県
づ

く
り
の
基
本
目
標
で
あ
る

「
活
力
み
な
ぎ
る
山
口
」

の
実
現
に
向
け
た
産
業
人

材
の
育
成
の
一
環
と
し
て

（
一
社
）
山
口
県
専
修
学

校
各
種
学
校
協
会
等
が
実

　
「
２
０
１
６
仕
事
体
験

型
県
内
進
学
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ

や
ま
ぐ
ち
」
が
２
月
10
日
、

施
す
る
も
の
で
す
。

　

県
内
の
高
校
２
年
生
等

を
対
象
に
行
わ
れ
、
建
設

山
口
は
主
催
者
側
の
依
頼

を
受
け
「
大
工
職
種
」
に

本
部
の
小
林
書
記
長
と
美

祢
支
部
の
町
田
夕
貴
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
企
業
紹
介
、
仕

事
体
験
、
仕
事
紹
介
、
学

校
紹
介
、
進
学
相
談
の
各

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、

幅
広
い
職
種
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
工
の
話
を
聞
き
に
き

た
高
校
生
は
計
19
人
（
う

ち
女
性
２

人
）。「
も
の

づ
く
り
に
興

味
が
あ
り
ま

す
」
と
話
す

生
徒
も
い

て
、
将
来
の

後
継
者
候
補

に
よ
き
ア
ド

バ
イ
ス
を
行

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

女性相談員の配置で注目度アップ

後
継
者
候
補
に
ア
ド
バ
イ
ス

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
と
い
う
二

階
建
て
部
分

の
年
金
が
あ

り
ま
す
。
自

営
業
者
の
方

は
一
階
部
分

の
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
し
か
し
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
れ
ば
、

国
民
年
金
基
金
と
い
う

二
階
建
て
部
分
の
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
民
年
金
基

金
は
、
掛
金
が
割
安
で

年
金
額
が
保
障
さ
れ
て

い
る
厚
生
労
働
省
認
可

の
公
的
制
度
で
す
の
で

安
心
し
て
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
一
昨
年
の
４
月
か
ら

予
定
利
率
が
１
・
５
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
他
の
金
融
商
品

と
比
較
し
て
も
非
常
に

有
利
で
す
。
ま
た
掛
け

捨
て
に
な
り
ま
せ
ん

し
、
受
け
取
る
年
金

は
、
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
、
掛
金
が

全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
節
税
で

き
ま
す
。

▼
そ
れ
か
ら
、
国
民
年

金
基
金
に
は
個
人
年
金

に
は
な
い
、
国
庫
負
担

が
あ
り
ま
す
。
掛
金
は

年
齢
が
若
い
程
安
く

な
っ
て
い
ま
す
し
、
積

立
額
も
多
く
な
り
ま

す
。
加
入
希
望
の
方
は

で
き
る
だ
け
早
く
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

全国の仲間とともに
今こそ賃金の引き上げを



や　　　ま　　　ぐ　　　ち（2）　平成28年５月16日 第２７３号

安
全
の
確
保
を

　
一
人
親
方
化
進
む
現
状
も
訴
え
る

　

建
設
山
口
で
は
３
月
８

日
、
吉
村
委
員
長
を
は
じ

め
９
人
が
参
加
し
て
労
働

局
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

山
口
労
働
局
側
か
ら
は
、

桐
田
秀
信
・
健
康
安
全
課

長
補
佐
ほ
か
９
人
が
対
応

し
ま
し
た
。

　

①
建
設
安
全
衛
生
対
策

の
強
化
②
ア
ス
ベ
ス
ト
疾

患
患
者
の
補
償
救
済
、
石

綿
健
康
管
理
手
帳
の
交
付

促
進
③
建
設
現
場
で
の
労

災
隠
し
の
根
絶
、
多
能
工

へ
の
労
災
適
用
④
建
設
雇

用
改
善
⑤
手
間
請
け
の

「
労
働
者
範
囲
」
と
救
済

　

建
設
山
口
で
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
地
域
で
の
仕

事
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な

が
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
」
の
創
設
を
求

め
、
県
下
全
自
治
体
（
13

市
６
町
）
へ
の
要
請
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
元
の

建
設
業
者
に
依
頼
し
て
行

う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対

し
、
自
治
体
が
独
自
に
補

助
す
る
制
度
で
平
成
28
年

度
（
５
月
現
在
）
は
、
６

市
１
町
で
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

対
象
工
事
や
助
成
割
合

は
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な

り
、
地
域
限
定
の
商
品
券

を
補
助
す
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

各
自
治
体
の
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

該
当
地
域
の
組
合
員
の

み
な
さ
ん
、
仕
事
対
策
と

し
て
積
極
的
な
御
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
制
度

継
続
の
必
要
性
も
訴
え
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
今
年

度
も
県
下
自
治
体
へ
の
要

請
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

⑥
中
小
事
業
主
の
労
災
適

用
に
つ
い
て
を
柱
に
計
17

項
目
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

安
全
衛
生
対
策
の
強
化

で
は
、「
公
共
工
事
に
お

い
て
は
安
全
衛
生
に
関
す

る
経
費
を
盛
り
込
む
よ
う
、

工
事
を
発
注
す
る
側
に
毎

年
要
請
し
て
い
る
」。
手

間
請
の
労
働
者
の
範
囲
で

も
「
労
働
者
性
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
れ
ば
適
用
に
な

る
が
、
な
い
と
さ
れ
れ
ば

保
険
の
趣
旨
か
ら
適
用
が

な
い
。
特
別
加
入
を
す
す

め
て
ほ
し
い
」
等
、
従
来

の
回
答
と
同
様
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
一
人

親
方
化
が
進
ん
で
い
る
現

状
を
説
明
し
な
が
ら
、「
安

全
経
費
の
支
給
の
徹
底
」

「
派
遣
労
働
・
偽
装
請
負

防
止
へ
の
指
導
強
化
」
な

ど
も
強
く
訴
え
、
交
渉
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
相
談
会
を
独
自

に
実
施
し
て
い
な
い
各
支

部
に
対
し
て
、
本
部
か
ら

相
談
員
が
出
向
き
、
申
告

書
作
成
の
手
伝
い
を
す
る

取
組
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　

２
月
４
日
の
岩
国
会
場

を
皮
切
り
に
、
独
自
開
催

の
宇
部
・
吉
南
支
部
を
含

め
、
17
会
場
で
実
施
。

２
７
７
人
の
相
談
者
が
あ

　
「
雇
用
保
険
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
が

平
成
28
年
３
月
29
日
に
国

会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の

雇
用
保
険
料
率
が
引
き
下

げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
失
業
等

給
付
の
雇
用
保
険
料
率
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
労
働
者

負
担
・
事
業
主
負
担
と
も

千
分
の
一
ず
つ
引
き
下
が

り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
雇
用
保
険

二
事
業
の
保
険
料
率
（
事

業
主
の
み
負
担
）
は
、
千

分
の
０
・
５
引
き
下
が
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働

省
の
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
白

色
申
告
１
４
４
人
、
青
色

申
告
１
０
８
人
、
給
与
25

人
で
し
た
。

　
「
減
価
償
却
の
計
算
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
欲
し
い
」

「
節
税
、
記
帳
の
仕
方
も

教
え
て
欲
し
い
」
な
ど
、

相
談
内
容
も
様
々
で
す
。

　

来
ら
れ
る
方
も
、
今
年

初
め
て
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
か
ら
、
毎
年
参
加
さ

れ
る
方
ま
で
お
ら
れ
、
こ

の
取
り
組
み
の
広
が
り
を

年
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
の
相
談
も
受
け
、

本
則
課
税
３
件
、
簡
易
課

税
６
件
の
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。

員
登
録
を
進
め
て
い
く
た

め
、
３
月
に
３
会
場
で
入

会
募
集
説
明
会
及
び
義
務

講
習
Ａ
を
開
催
。
合
計
で

71
人
の
方
が
受
講
し
、
現

在
ま
で
20
人
の
方
か
ら
入

会
申
込
書
の
提
出
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
入
会
募
集
説

明
会
及
び
義
務
講
習
Ａ
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。
日

程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
健
全
な

発
達
及
び
消
費
者
が
安
心

し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
に
向
け
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
団
体
登
録
制
度

を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

全
建
総
連
も
昨
年
、
全

建
総
連
の
組
合
員
を
会
員

と
す
る
全
建
総
連
リ

フ
ォ
ー
ム
協
会（
全
リ
協
）

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
と
し
て
、
会

代表９人が参加して交渉

下関支部では支部役員が相談員に

労働局交渉

▶
周
南
会
場
は
多
く
の
参
加
者
に

全リ協に20人申込み

17
会
場
で
確
定
申
告
相
談
会

消
費
税
の
相
談
者
も

雇用保険の料率
引き下げに
−平成28年度分−

平成28年度は６市１町で（５月現在）

住宅リフォーム助成
−ご利用ください−

平成28年度予算総額
（１億8,300万円）

＊光市のエコライフ補助金制度もリフォーム助成制度として掲載して
います。
＊詳細は、各自治体の担当課へお問い合わせください。

市　町 募集期間 予算額 担当課連絡先

１ 長 門 市 4月1日～
予算の範囲内

（地域商品券）
1,000万円

長門市商工水産課商工振興室
TEL 0837-23-1136

２ 山 口 市 4月1日～
予算の範囲内

（地域商品券）
1億円

山口市経済産業部商工振興課
TEL 083-934-2719

３ 防 府 市 4月18日～
予算の範囲内

（地域商品券）
5,000万円

防府市商工振興課商工振興係
TEL 0835-25-2147

４ 光 　 市
エコライフ補助金
4月11日～
予算範囲内

1,000万円 光市環境政策課
TEL 0833-72-1400

５ 美 祢 市 4月18日～
予算範囲内

（地域商品券）
200万円

美祢市総合政策部商工労働課
TEL 0837-52-5224

６ 山陽小野田市 5月1日～
予算の範囲内 1,000万円 山陽小野田市建築住宅課

TEL 0836-82-1166

７ 阿 武 町 4月1日～
予算の範囲内 100万円 阿武町施設課

TEL 08388-2-3112
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霧
と
風
で
岩
頭
の
登
頂

は
断
念
す
る
が
、
こ
の

周
辺
の
景
色
は
天
然
の

日
本
庭
園
で
華
と
岩
、

笹
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

　

平
成
３
年
６
月
、
今

回
で
屋
久
島
登
山
は
２

回
目
だ
が
、今
年
の
「
石

楠
花
の
花
」
は
素
晴
ら

し
い
。
ど
の
木
々
も
満

開
の
花
を
つ
け
見
事
で

あ
る
。

　

黒
味
岳
山
頂
付
近
の

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
カ
メ
ラ

に
収
め
、
九
州
最
高
峰

宮
之
浦
岳
１
９
３
５
ｍ

に
向
か
う
。
途
中
、「
翁

岳
」
の
岩
峰
に
寄
る
。

ン
が
見
事
で
あ
る
。
奇

岩
に
別
れ
を
惜
し
み
宮

之
浦
岳
に
15
時
頃
に
到

着
。
沖
縄
近
く
の
台
風

の
影
響
で
風
が
強
く

登
山
靴

7

久光　義秋（光・大工 66）

な
っ
て
き
た
。

　

山
頂
は
私
た
ち
二
人

だ
け
。
永
田
岳
鞍
部
の

野
営
場
で
今
晩
は
一
泊

す
る
予
定
だ
が
風
を
避

け
る
た
め
、
近
く
の
す

り
鉢
状
に
な
っ
て
い
る

窪
地
に
テ
ン
ト
を
設
営
。

真
上
に
あ
る
永
田
岳
は

濃
い
ガ
ス
で
見
え
な
い
。

登
頂
は
明
日
の
楽
し
み

と
決
め
、
食
事
の
支
度
。

こ
こ
に
は
清
水
が
あ
り
、

野
営
に
適
地
で
あ
る
。

テ
ン
ト
の
中
で
食
事
を

楽
し
む
が
強
風
で
テ
ン

ト
が
倒
れ
そ
う
に
な
り
、

支
柱
を
外
し
て
お
互
い

の
ザ
ッ
ク
で
代
用
す
る
。

　

も
う
、
横
に
な
り
明

日
を
待
つ
し
か
な
い
が
、

風
の
音
で
寝
付
け
な
い
。

夜
９
時
過
ぎ
に
風
音
の

中
に
男
女
の
声
が
聞
こ

え
て
い
た
が
、
テ
ン
場

に
は
来
な
か
っ
た
。
も

う
一
度
テ
ン
ト
か
ら
這

い
出
て
ペ
グ
を
打
ち
込

み
、
フ
ラ
イ
シ
ー
ト
の

確
認
を
し
て
テ
ン
ト
に

潜
り
込
む
。
外
は
猛
烈

な
風
が
吹
き
続
く
不
安

な
夜
。

　

明
日
の
天
気
の
回
復

を
願
い
眠
り
に
就
く
。

―
次
号
に
続
く
―
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世界遺産 屋久島の山々㊤
（鹿児島県）

黒味岳山頂付近のヤマシャクナゲ

支部 平成 28 年３月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 85 − 3
阿　武 22 − 8
岩　国 1,654 77
宇　部 1,627 37
小野田 555 19
吉　南 940 15
下　松 922 100
熊毛南 256 − 6
下　関 1,304 − 31
徳　山 733 14
豊　浦 167 3
長　門 196 − 11
萩 190 5
光 239 4
防　府 870 21
見　島 0 − 3
美　祢 184 4
山　口 1,030 22
柳　井 397 6

計 11,371人 265

　【
山
口・小
林
和
弘
（
大

工
・
69
）】
去
る
３
月
20

日
に
山
口
支
部
結
成
50

周
年
記
念
祝
賀
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
県
本
部

の
吉
村
執
行
委
員
長
を
は

じ
め
、
多
く
の
御
来
賓
の

方
々
や
各
支
部
代
表
の

方
々
の
御
臨
席
と
祝
辞
を

い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し

の
仲
間
が
集
ま
り
産
声
を

あ
げ
ま
し
た
。
支
部
事
務

所
を
為
栗
正
行
初
代
支
部

長
宅
に
開
設
し
、
組
合
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
建

設
業
に
従
事
す
る
大
工
、

左
官
、
畳
工
、
建
具
工
等

の
職
種
の
仲
間
が
中
心
と

な
り
、
仲
間
同
士
の
連
携

や
各
職
種
間
の
助
け
合
い

等
を
行
い
な
が
ら
、
建
設

業
の
発
展
と
技
能
・
技
術

の
向
上
を
目
指
し
、
組
合

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
に
は
山
口
支

部
主
婦
の
会
を
発
足
さ
せ
、

昭
和
57
年
８
月
に
は
、
念

願
の
山
口
支
部
会
館
を
建

設
し
、
組
織
拡
大
と
組
合

運
動
を
中
心
に
、
各
専
門

上
げ
ま
す
。

　

山
口
支
部

は
県
本
部
結

成
と
同
じ
年

の
昭
和
40
年

６
月
に
83
名

部
間
の
取
組
の
拡
大
や
組

合
員
同
士
の
親
睦
と
交
流

を
深
め
今
日
ま
で
歩
ん
で

き
ま
し
た
。

　

昨
年
に
は
50
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
も
組
合
設
立
当
初
か

ら
の
多
く
の
先
輩
組
合
員

や
役
員
等
や
組
合
に
御
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
の
支
え
の
賜
物
で
す
。

　

役
職
員
・
組
合
員
一
同
、

こ
の
50
年
の
節
目
を
機
に
、

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　【
美
祢
・
杉
山
浩
二
（
大

工
・
43
）】
美
祢
支
部
で
は
、

事
務
手
続
き
管
理
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
新

規
に
事
務
所
を
建
築
し
ま

し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
個
人
情
報

の
管
理
が
さ
ら
に
重
要
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
強

化
す
る
た
め
に
管
理
室
を

設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
美
祢

勤
労
福
祉
会
館
を
借
り
て

行
っ
て
い
た
役
員
会
等
を
、

事
務
所
で
で
き
る
よ
う
に

会
議
室
も
設
置
。

　

今
ま
で
よ
り
広
い
事
務

所
に
す
る
こ
と
で
、
今
ま

で
に
無
か
っ
た
管
理
室
、

会
議
室
を
新
た
に
設
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

工
事
の
流
れ
と
し
て
は
、

ま
ず
始
め
に
役
所
で
確
認

申
請
を
取
り
、
基
礎
工
事
、

本
体
設
置
工
事
、
電
気
工

事
、
内
装
工
事
、
左
官
工

事
を
行
い
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
、
役
員

を
中
心
に
多
く
の
方
々
の

御
協
力
に
よ
り
無
事
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
事
務
所
を

拠
点
に
、
組
合
運
動
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

娘
が
高
校
入
学
と
同

時
に
「
落
ち
ち
ょ
っ
た
」

と
言
っ
て
連
れ
て
帰
っ

た
子
猫
。
本
当
は
友
達

か
ら
産
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
猫
を
も
ら
っ
て
き

た
の
で
す
が
・
・
。

　
「
飼
え
な
い
よ
」
と

困
っ
た
顔
を
し
て
お
き

な
が
ら
、
メ
ロ
メ
ロ
に

な
っ
て
今
で
は
一
番
世

話
し
て
い
る
の
は
主
人

で
す
。
17
年
位
に
な
り
、

高
齢
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

あ
ち
こ
ち
悪
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
子

供
た
ち
が
巣
立
っ
た
あ

と
、
私
た
ち
夫
婦
の
癒

し
の
存
在
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

気
ま
ぐ
れ
な
の
で
甘

え
て
く
る
時
と
無
視
す

る
時
の
ツ
ン
デ
レ
感
。

子
猫
か
ら
い
つ
の
間
に

か
私
た
ち
の
年
齢
を
越

し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ

け
ど
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
て
欲
し
い
で
す
♡

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
平
成
28
年
３
月
末
現

在
、
１
万
１
３
７
１
人
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
の
１
年
間
を
み
る
と
、

加
入
し
た
仲
間
は
９
９
５

人
（
前
年
度
比
１
４
７
人

増
）、
脱
退
し
た
仲
間
は

７
３
０
人
（
前
年
度
比
23

人
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
３
年
連
続
で

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
別
に
見
る
と
、
19

支
部
中
13
支
部
が
組
織
人

員
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
、

仲
間
の
要
求
を
実
現
す
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

ま
わ
り
に
未
加
入
者
は

い
ま
せ
ん
か
？
組
合
の
魅

力
を
正
確
に
伝
え
、
一
人

で
も
多
く
の
仲
間
を
組
合

に
迎
え
入
れ
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
組
織
拡
大
に

向
け
た
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
パ
ン
屋
さ
ん
を
こ
の
春

は
い
っ
ぱ
い
食
べ
歩
き
し

た
い
。
体
重
も
気
に
な
り

ま
す
が
。

87
歳
で
現
役
バ
リ
バ
リ

　
　

徳
山　

吉
澤　

晶
子

　
　
　
　
　
（
事　

務
）

　

昨
年
の
10
月
、
主
人
の

後
を
継
ぐ
た
め
、
次
男
が

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

義
父
、
主
人
、
息
子
の

３
代
。
87
歳
の
義
父
も
現

役
バ
リ
バ
リ
で
す
。

冬
眠
か
ら
覚
め
よ
う

　
　

宇
部　

竹
村　

栄
子

　
　
　
　
　
　
（
溶
接
工
）

　

暖
か
く
な
り
、
そ
ろ
そ

ろ
冬
眠
か
ら
覚
め
よ
う
と

思
う
こ
の
頃
。
気
づ
け
ば

熊
の
よ
う
な
体
型
に
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
頑
張
ろ

う
！

愛
パ
ン

　
　

吉
南　

河
口　

陽
子

　
　
　
　
　
（
主　

婦
）

　

パ
ン
に
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
県
内
の
お
い
し
そ
う

―
山
口
支
部
50
周
年
記
念
祝
賀
会
―

節
目
を
機
に

　
　
更
な
る
発
展
め
ざ
す

新たに管理室と会議室を設けた

いつまでも元気でいてね

多忙の中、高村衆議院議員も出席（中央）

多
く
の
方
の
協
力
の
も
と

新事務所
完　成
美祢支部

宇部支部 原野 芳恵

―３月末―
建設山口組合員数

11,371 人
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阿武　田村　定治
（土工・70）

ト
イ
レ

田村さん

　人は食べ物を口から入れ、
体の中でいろいろな養分を取
り、残りはお尻から排泄されます。
そこで利用されるのがトイレです。
　トイレは、便所、厠、御手洗、化
粧室等々いろいろな呼び名がありま
す。日本では、400年以上前から人糞
を畑の下肥として利用しています。
都市部の住民が生産する糞尿は汲み
取って農村に運び、農民はお金や農
産物で買い取っていました。牧畜が
盛んなヨーロッパでは家畜の糞を肥
料として利用していたので、人糞を

必要とせず、汚臭が酷かった
そうです。

　昔、来日した外国人は、日本はな
んと美しい国だと言っていました。
今日、日本のトイレはホテル、レス
トラン、公衆便所等どこに行っても
綺麗なこと！高速道路のＳＡのトイ
レでは手洗いに湯が出るところもあ
ります。
　各家庭のトイレは、お尻は洗って
乾燥もしてくれ、本当に清潔でいい
ですね。日本のトイレは、世界一素
晴らしいと思います。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
汁
を
す
く
う
丸
い
ひ

し
ゃ
く
。

③
穀
類
、
豆
類
の
種
子
を

発
芽
さ
せ
た
食
べ
物
。

○
○
○
ラ
ー
メ
ン
。

⑥
娘
の
夫
。
新
郎
。

⑦
誠
実
。
あ
の
人
は
、
○

○
○
な
人
だ
。

⑨
ガ
の
幼
虫
。

⑪
小
説
家
。
○
○
直
哉
。

⑫
熱
帯
産
の
大
き
な
常
緑

樹
。
○
○
の
実
。

⑬
お
風
呂
か
ら
出
た
と
き

に
体
を
ふ
く
も
の
。

⑮
上
達
す
る
と
瓦
や
板
も

割
れ
る
？

⑯
大
気
の
温
度
の
こ
と
。

⑱
無
我
○
○
○
○
。

㉒
公
園
や
幼
稚
園
な
ど
に

あ
る
子
供
の
遊
具
。
階

段
が
あ
り
ま
す
。

㉓
ツ
ノ
が
あ
る
、
象
に
次

い
で
大
き
い
動
物
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
と
っ
て
も
怖
い
と
こ

ろ
。
う
ら
め
し
や
～
。

②
日
本
に
い
る
毒
蛇
の
一

種
。

④
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生
産
日

本
一
は
○
○
○
○
県
。

⑤
後
押
し
。
○
○
者
。

⑧
近
海
に
い
る
目
が
大
き

い
魚
。
煮
つ
け
に
す
る

と
お
い
し
い
で
す
。

⑩
大
き
く
見
え
る
○
○
め

が
ね
。

⑪
○
○
○
○
手
帳
。
○
○

○
○
キ
ッ
チ
ン
。

⑬
夢
い
っ
ぱ
い
。
君
の
未

来
は
○
○
色
だ
。

⑭
米
を
軟
ら
か
く
煮
た
食

べ
も
の
。

⑮
酒
を
温
め
る
。
○
○
を

つ
け
る
。

⑰
メ
シ
ベ

⇔

⑲
シ
ョ
ウ
、
○
○
、
バ
イ
。

⑳
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

た
後
の
一
言
は
。

㉑
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に

○
○
豆
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
６
月
30
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

B

A

E

C

D

13 14

10 11

1

15

1918 201716

21

2322

2

12

９

8

54

7

3

6
General Store ZiRo
住 所：下関市前田 2-1-24
T E L：070 −2362 −5080
営業時間：11:00 〜 20:00
定休日：火曜日

ネ
コ
好
き
の
方

癒
さ
れ
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

愛
車
、
愛
妻
、
愛
娘
、

愛
犬
・
・
・
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
「
愛
○
」
の
○
に
は

色
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
、「
愛
○
」
の

○
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
建
設
山

口
教
育
宣
伝
部
ま
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

店内には雑貨・輸入家具・ネコ雑貨が並ぶ

会いにきてね！

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
272
号
解
答
◇

　

ハ
ル
イ
チ
バ
ン

〈
当
選
者
〉【
岩
国
】
米
田

和
子【
宇
部
】落
合
豊【
吉

南
】
秀
浦
愛
・
宮
路
友
晴

【
下
松
】浦
野
敬
治【
下
関
】

玉
城
治
江
【
徳
山
】
原
田

恵
【
防
府
】
阿
部
夕
貴
・

青
木
寛
【
柳
井
】
灰
戸
雅

和

（
応
募
総
数
44
）

　
【
下
関
・
金
子
浩
一
（
左

官
・
54
）】
２
月
３
日
に

前
田
の
海
岸
線
沿
い
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の

お
店
で
す
。

　

店
内
に
入
る
と
ス
コ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
ド
の

ジ
ロ
君
が
出
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
店
内
に
は
ナ
チ
ュ

ラ
ル
テ
イ
ス
ト
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
雑
貨
や
輸
入

家
具
、
ね
こ
雑
貨
等
が

揃
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
オ
ー
ナ
ー
が
お
店

に
い
る
時
に
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
も

楽
し
め
ま
す
。
家
で
な
か

な
か
作
業
が
出
来
な
い
方
、

工
具
が
な
い
方
も
ご
安
心

く
だ
さ
い
。
お
店
に
は
作

業
ス
ペ
ー
ス
と
工
具
も

揃
っ
て
お
り
、
材
料
を
持

ち
込
め
ば
Ｄ
Ｉ
Ｙ
女
子
の

オ
ー
ナ
ー
が
お
手
伝
い
も

し
て
下
さ
い
ま
す
。
こ
の

春
、
あ
な
た
も
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
他
Ｚ
ｉ
Ｒ
ｏ
で
は
、

ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

も
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

と
っ
て
も
楽
し
い
お
店
で

す
よ
。
是
非
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
駐
車
場
は
お
店

の
裏
に
あ
り
ま
す
。

愛
○
の
原
稿
募
集

　平成20年にスタートした組織内共済（500円玉共済）は、現在
16 支部が取り組んでいます。この間、本部・支部には多くの喜
びの声が届いています。
　給付の種類は傷病見舞金（入院・通院）、死亡見舞金（本人、
家族）、出生祝金、結婚祝金、小・中学校入学祝金、長寿祝金が
あります。

　この共済は、「組合員同士の助け合い」を原点にスタートした
もので、今後組合の大きな柱として期待できるものです。
　給付対象の方がおられましたら、申請書類は所属の支部にあ
りますので、手続きを忘れないよう、お願いいたします。
　なお、組織内共済制度についての詳細につきましては、本部
又は所属の支部までお問い合せをお願いいたします。

組織内共済
手続きを忘れずに

作・斉藤達夫

栄光の代償

ま
た
し
て
も

ル
ー
ル
を
守
る
べ
き

ア
ス
リ
ー
ト
が

「
賭
博
」と
は
…

ち
や
ほ
や
さ
れ
て

自
分
た
ち
は

特
別
と
思
う
と
る

「
最
大
の
勝
負
」に

な
っ
て
し
も
う
た
な

あ
る
意
味

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て

そ
の
代
償
は
…

こ
れ
ま
で
の
栄
光
と

期
待
さ
れ
た
将
来
を

賭
け
て
の
大
勝
負


